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■ゆりかごコンサート
　小さなお子さんや赤ちゃんと一緒に、素敵な音楽を楽しめる

「ゆりかごコンサート」。一緒に歌ったり体を揺らしたり、踊っ
たり、親子でふれあいながら、ピアノ演奏や歌、毎回楽しみな
絵本の読み聞かせなどを楽しめます。この日は周りを気にせず、
お子さんもママもゆっくり癒されに来てください♪
❖と　き　11 月 17 日㈰　10:30 ～（開場 10:00 ～）
❖ところ　 大ホール
❖チケット　 大人 500 円 、子ども無料
■第３回 HTB 寄席 in 砂川
　「第３回 HTB 寄席」が砂川で開催！真打ちである月
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花さん、
そしてゆうキッズ落語の子どもたちが共演します。プロの落
語と子どもたちのかわいい落語が楽しめる落語イベント。ぜ
ひ、ご家族で遊びに来てくださいね！ on ちゃんも来るよ♪
❖と　き　11 月 30 日㈯　14:00 ～（開場 13:30 ～）
❖ところ　 大ホール
❖チケット　一般 2,000 円 ( 当日券 2,500 円 ) 、高校生以下
　1,000 円（当日券 1,200 円）
■第 10 回記念「手作りマーケット in ゆう」
　市内外から手作り作家さんら 40 店が出店。今年は第 10 回
を記念して、３人のゲスト作家さんが出店のほか、スイーツコー
ナーが復活！そのほか、体験コーナーやヒーローショーも♪出
店者からのプレゼントが当たるお楽しみじゃんけん大会もあり
ますので、ぜひ最後までご参加ください！
❖と　き　12 月 1 日㈰　10:00 ～
❖ところ　 全館
❖入場料　 無料
■砂川夜会
　舞台照明がない江戸時代にも伝統芸能はありました。大人た
ちはどうやって芸能を観ながら遊んでいたのでしょう。当時を
再現し、和ろうそくの灯りで舞台芸術を観てみませんか？演目
は岩手県の伝統芸能「鬼

おにけんばい
剣舞」「落語」「端
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に合わせ揺れる和ろうそくの炎は、迫力があります。五感を刺
激されるひとときをぜひお楽しみください！
❖と　き　12 月 14 日㈯　19:00 ～（開場 18:30 ～）
❖ところ　 大ホール
❖チケット　 一般 1,500 円

伝　　　言　　　板

施設点検のため 11月 22㈮を臨時休館日とします

■ゆういきいきサロン
　今月も前半は「ふまねっと運動」
を行い、後半は中空知レクリエー
ション協会の方をお招きしてレク
リエーションを楽しみます。
❖と　き　11 月 29 日㈮
　　　　　10:00 ～ 12:00
❖ところ　ミニホールほか
❖参加費　無料

■ゆう百歳体操
　簡単で楽しくできる運動
をはじめてみませんか？
❖と　き　毎週月・木曜日
　【11月】
　（18日、 21日、25日、28日）
　【12月】
　（2 日、5 日、9 日、12 日）
　10:00 ～ 11:30

10 月 1 日以降に入ってきた新刊書です
・・・・・・・文学書・・・・・・・
◦天邪鬼のすすめ　　　　（下重暁子）
◦命あれば　　　　　　（瀬戸内寂聴）
◦三匹の子豚　　　　　　（真梨幸子）
◦死にゆく者の祈り　　　（中山七里）
◦シルバー川柳 9（全国有料老人ホーム協会）
◦罪の轍　　　　　　　　（奥田英朗）
◦ぱくりぱくられし　　　　（木皿泉）
◦飛雲のごとく　　　（あさのあつこ）
◦ムゲンの i　上・下　　（知念実希人）
◦百舌落とし　　　　　　　（逢坂剛）
◦落日　　　　　　　　　（湊かなえ）
◦落花狼藉　　　　　　（朝井まかて）
・・・・・・実用書ほか・・・・・・
◦医者が教える食事術 2　（牧田善二）
◦いのちの終いかた　　　（下村幸子）
◦災害に強いまちづくりは互近助の力

（山村武彦）
◦しまえながのきもち　　（山本光一）
◦数学パズル　　（ニュートンプレス）
◦地球生まれで旅育ち（ヤマザキマリ）
◦働くわたし　　　（本の雑誌編集部）
◦ホモ・デウス　上・下　　　（ハラリ）
・・・・・・・児童書・・・・・・・
◦おばけばたけのおふろやさん

（とよたかずひこ）
◦科学者の目　　　　　（かこさとし）
◦モンスター・ホテルでオリンピック（柏葉幸子）

ほか全 192 冊
問図書館℡ 52-3819

主な新刊書

オススメの 1 冊

　ライターの藤
と う ま

間は動物本の執筆のため、
17 センチもの巨大カマキリが発見された
志手島を訪れる。日本でいちばん天国に近
い島と言われるその島は、本土から遠く離
れたコーラルブルーの海に囲まれ、亜熱帯
の緑深い森に包まれている楽園のような島
だが、実は 2 年間に 12 人もの水死体で発
見されていた。島で取材を始めた藤間の周
りに異変が起こり始め…。直木賞作家が描
くサイエンス・サスペンス。

『楽園の真下』
（荻原浩）

新 刊 案 内

問ＮＰＯ法人ゆう事務局℡ 54-3111
チケット取扱い　観光協会、石家商店、オオヤマ、いわ
た書店、砂川パークホテル、ゆう


